
平成 30年７月 30日～８月５日までの全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況 

及び熱中症による救急搬送者数と暑さ指数(WBGT)との関係について 

（平成 30年度第 14報）【2019年 11月修正版】 
 

１．全国の暑さ指数(WBGT)の観測状況について 

６都市(注１)の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値は、30～31℃程度と、7月以降の

過去 10年間の平均値が最も高い時期をさらに上回る状況が継続しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 全国の暑さ指数(WBGT)の動向と過去 10年間平均値との比較 

 

表 1 全国 11都市(注２)の日最高暑さ指数(WBGT)(７月 30日～８月 5日) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２ 全国 11都市の７月 30日～８月 5日の暑さ指数(WBGT)超過時間数 

 

 

 

                                      
（注１）６都市：東京都、大阪市、名古屋市、新潟市、広島市、福岡市 

（注２）11 都市：札幌市、仙台市、新潟市、東京都、名古屋市、大阪市、広島市、高知市、 

福岡市、鹿児島市、那覇市 

  

日 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇
 6都市
平均

30 27.9 30.2 29.6 30.9 29.4 29.2 28.5 30.4 28.8 27.8 30.7 29.4

31 31.0 30.1 30.3 31.9 30.7 30.8 29.2 28.9 30.2 29.5 30.8 30.5
1 28.3 30.4 29.5 33.0 30.8 30.6 30.3 31.7 30.9 30.4 27.7 30.9
2 25.0 30.4 30.4 32.1 31.9 31.3 29.2 31.0 32.0 31.0 29.4 31.2
3 24.8 28.5 28.6 32.9 30.2 32.0 30.3 31.8 31.5 31.3 30.9 30.9
4 23.3 28.4 29.1 32.1 31.0 30.9 29.8 32.5 32.5 32.4 30.3 30.9
5 22.4 29.1 29.2 33.0 30.7 31.1 30.8 32.2 32.7 32.3 29.5 31.3

超過時間数 札幌 仙台 新潟 東京 名古屋 大阪 広島 高知 福岡 鹿児島 那覇

31℃以上 1 0 0 30 5 8 0 21 18 12 0

28℃以上 10 34 47 72 61 46 54 59 62 56 47
25℃以上 32 91 105 144 114 127 116 134 150 156 162



２．６都市の日最高暑さ指数(WBGT)と熱中症による救急搬送者数(全国)との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ ６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値と熱中症搬送者数の推移 

 

○ ７月 30日から８月５日にかけての６都市の日最高暑さ指数(WBGT)の平均値

は、概ね 30～31℃で経過し、一年を通じて暑さ指数(WBGT)が最も高い時期の平

均値を１℃程度上回る状況が続き、厳しい暑熱環境でした（表１、図１)。消

防庁発表の速報によると、熱中症による救急搬送者数は、この期間毎日千人を

超え、特に１日～３日､５日は２千人を超えて、多い状態が継続しています。

また、５日を除いて毎日死者があり、期間全体では 13人でした。 

 

○ 広い地域で「危険」を示す暑さ指数(WBGT)31℃以上となりました。 

 

３．今後の見通しと注意点 

○ 10日にかけて、暑さ指数(WBGT)は広い範囲で 28℃を超え、東北地方以南では

31℃を超える地点が予想されています。さらに、気象庁の週間天気予報(８月

８日発表、予報期間：８月９日～８月 15日)によれば、「最高気温、最低気温

はともに、全国的に平年並か平年より高く、平年よりかなり高い所もある見込

みです。熱中症など健康管理に注意してください。」とされています。 

 

○ 気温の上昇や高い湿度に注意し、熱中症対策が必要です。こまめな水分補給や

休息をとるなど、体調管理に努めてください。天気予報などをこまめにチェッ

クし、高温になる日には無理な作業や運動を控えてください。  



(参考資料) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


